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北
ア
ル
プ
ス
に
あ
る
焼
岳
（
標
高
２
４
５
５
ｍ
）

は
長
野
県
と
岐
阜
県
の
県
境
に
位
置
す
る
火

山
で
、
割
谷
山
、
白
谷
山
、
ア
カ
ン
ダ
ナ
山
と
並
ぶ

焼
岳
火
山
群
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
山
頂
部
に
は

溶
岩
ド
ー
ム
が
形
成
さ
れ
、
火
山
湖
の
正
賀
池
を
挟

ん
で
北
峰
と
南
峰
に
分
け
ら
れ
る
。

有
史
以
降
、
焼
岳
で
は
水
蒸
気
噴
火
が
頻
繁
に

発
生
し
て
い
る
。
特
に
１
９
０
７
年
か
ら
約
30
年
間

は
ほ
ぼ
毎
年
、
水
蒸
気
噴
火
を
繰
り
返
し
、
火
砕
物

の
降
下
、
降
灰
が
起
こ
っ
て
い
る
。
今
か
ら
１
０
０

年
前
、
１
９
１
５
年
の
噴
火
で
は
泥
流
が
梓
川
を
堰

き
止
め
、
大
正
池
が
形
成
さ
れ
た
。

１
９
６
２
年
に
は
山
頂
北
側
の
斜
面
に
で
き
た

新
た
な
火
口
で
水
蒸
気
噴
火
が
発
生
し
た
。
こ
の

時
、
火
口
付
近
の
山
小
屋
が
噴
石
で
大
破
し
、
２
名

が
負
傷
し
て
い
る
。
ま
た
、
１
９
９
５
年
に
は
焼
岳

山
頂
か
ら
南
東
に
約
３
㎞
離
れ
た
山
麓
で
水
蒸
気

爆
発
が
発
生
し
、
火
山
ガ
ス
を
含
む
水
蒸
気
と
土
砂

が
噴
出
、
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
伴
う
道
路
を
工
事
中
の

４
名
の
作
業
員
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

こ
れ
以
降
、
水
蒸
気
噴
火
は
発
生
し
て
い
な
い

が
、
現
在
で
も
北
峰
付
近
や
南
西
斜
面
の
岩
坪
谷
の

噴
気
口
の
噴
気
活
動
は
盛
ん
で
あ
る
。

焼
岳
の
周
辺
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
で
も

あ
る
奥
飛
騨
温
泉
郷
や
上
高
地
な
ど
数
多
く
の
観

光
地
が
あ
る
。
特
に
、
湖
面
に
焼
岳
な
ど
の
山
々
を

映
す
上
高
地
の
大
正
池
は
人
気
で
あ
る
。
大
正
池
で

は
今
も
、
梓
川
が
堰
き
止
め
ら
れ
た
時
に
水
没
し
、

立
ち
枯
れ
た
木
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

大正池をつくった火山

焼岳全景　大正池から（気象庁撮影）

焼岳
火山噴火予知連絡会により活火山に指定されている。気象庁により噴火予報（レベル１、活火山であることに留意）が発表中である（平
成 27 年 11 月 30 日現在）。

焼岳
やけだけ
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雪
害
（
雪
に
よ
る
災
害
）
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

日
本
で
は
、
国
土
の
半
分
以
上
が
豪

雪
地
帯（
※
図
１
）に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

約
２
０
０
０
万
人
も
の
人
々
が
豪
雪
地

帯
で
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。

雪
害
に
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、

冬
山
登
山
や
ス
キ
ー
、
観
光
な
ど
で
豪

雪
地
帯
を
訪
れ
る
多
く
の
人
々
が
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。

雪
害
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、

雪
崩
、
除
雪
中
の
転
落
事
故
な
ど
の
豪

雪
地
帯
特
有
の
災
害
の
ほ
か
、
路
面
凍

結
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
や
歩
行
中
の

転
倒
事
故
な
ど
、
豪
雪
地
帯
以
外
で
も

発
生
す
る
災
害
も
あ
り
ま
す
。

雪
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
雪
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
深
め
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

※
１
：�

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
っ

て
指
定
さ
れ
て
い
る
、
冬
期
に
大
量

の
積
雪
が
あ
る
地
域
。
北
海
道
か
ら

山
陰
ま
で
の
24
道
府
県
が
対
象
。

１
．
雪
崩
に
よ
る
事
故

①
雪
崩
の
発
生
状
況

雪
崩
災
害
は
１
〜
３
月
を
中
心
に
発

生
し
て
お
り
、
死
者
・
行
方
不
明
者
を

伴
う
被
害
も
起
き
て
い
ま
す
。（
図
２
）

さ
ら
に
、
集
落
を
対
象
と
し
た
雪
崩

豪雪地帯・特別豪雪地帯の指定（平成２７年４月１日現在）

北海道地方 １７９（８６）

北海道※

青森県※
岩手県※
宮城県
秋田県※
山形県※
福島県

栃木県
群馬県

新潟県※
富山県※
石川県※
福井県※

山梨県
長野県
岐阜県
静岡県

滋賀県
京都府
兵庫県

鳥取県※
島根県
岡山県
広島県

東北地方 １６１（６９）

関東地方 １７（１）

中部地方 ３４（１４）

北陸地方 ８１（３０）

近畿地方 １９（１）

中国地方 ４１（－）

国土の１／２は豪雪地帯
２４道府県・５３２市町村

区分 全国
豪雪地帯

〔特別豪雪地帯を含む〕

（対全国比％）
うち特別豪雪地帯

（対全国比％）

市町村数 1,719 532（30.9） 201（11.7）

面積（km2） 377,950 191,798 （50.7） 74,898（19.8）

人口（千人） 128,057 19,634 （15.3） 3,209 （2.5）

（備考）1 市町村数は平成２７年４月１日現在。人口は平成２２年国勢調査による。
2 指定区域外の人口が大きな（※）一部指定豪雪地帯である仙台市、郡山市、静岡市、

浜松市、大津市は豪雪地帯に含めていない(本資料中以下同様)。
※人口30万人以上（平成22年国勢調査）、指定区域外人口比10％未満（平成17年国勢調査）

3 面積は国土地理院「全国都道府県市町村別面積調」（平成２２年１０月１日時点）による。

※全域豪雪地帯（１０道県）

下線は特豪あり（１５道県）

豪雪地帯 ５３２

特別豪雪地帯 ２０１

数字は市町村数（ うち特豪）
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図 1　日本の豪雪地帯
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の
危
険
箇
所
（
人
家
５
戸
以
上
な
ど
）

は
全
国
で
２
万
箇
所
以
上
も
あ
り
、
集

落
や
山
間
の
道
路
の
ほ
か
、
雪
崩
災
害

は
ス
キ
ー
場
や
観
光
地
と
い
っ
た
様
々

な
場
所
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。（
図
３
）

詳
細
は
、
各
都
道
府
県
の
砂
防
部
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
雪
崩
で
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が

　
　起
こ
る
の
か

雪
崩
と
は
、「
斜
面
上
に
あ

る
雪
や
氷
の
全
部
又
は
一
部

が
肉
眼
で
識
別
で
き
る
速
さ

で
流
れ
落
ち
る
現
象
」
を
言

い
、
積
雪
が
崩
れ
て
動
き
始
め

る
「
発
生
区
」
と
、
発
生
し
た

雪
崩
が
通
る
「
走
路
」、
そ
し

て
、
崩
れ
落
ち
た
雪
が
積
み
重

な
る
「
堆
積
（
た
い
せ
き
）
区
」

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

雪
崩
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
雪

を
「
デ
ブ
リ
」
と
呼
び
ま
す
。

（
図
４
）

な
お
、
雪
崩
は
“
す
べ
り

面
”
の
違
い
に
よ
っ
て
、「
表

層
（
ひ
ょ
う
そ
う
）
雪
崩
」
と

「
全
層
（
ぜ
ん
そ
う
）
雪
崩
」
の
大
き
く

２
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。（
図

５
）

�③
雪
崩
災
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

　〜�

雪
崩
が
発
生
し
や
す
い
ケ
ー
ス
は

急
斜
面
や
植
生
が
ま
ば
ら
な
場
所

な
ど
。
気
象
条
件
や
前
兆
現
象
に

も
要
注
意
！

雪
崩
は
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、
発

生
に
気
付
い
て
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
前
も
っ
て
雪
崩
が
発
生
し
や
す
い

ケ
ー
ス
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
日
頃
か
ら
危
険
箇
所
や
気
象
情
報

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
雪
崩
の
前
兆
を
発
見

し
た
ら
す
ぐ
に
最
寄
り
の
市
町
村
役
場

や
警
察
署
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
発
生
し
や
す
い
場
所
〉�

●
急
な
斜
面

一
般
的
に
、
ス
キ
ー
の
上
級
者
コ
ー

ス
と
同
程
度
の
傾
斜
が
30
度
以
上
に
な

る
と
発
生
し
や
す
く
な
り
、
特
に
35
〜

45
度
が
最
も
危
険
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
落
石
注
意
」
の
標
識
が
設
置　

な
ど�

月別の雪崩発生件数
（平成5年～平成26年までの累計）

雪庇

発生区

走路

堆積区
デブリ

種　別 表層（ひょうそう）雪崩 全層（ぜんそう）雪崩

概　要

古い積雪面に降り積もった新雪が
滑り落ちる

斜面の固くて重たい雪が、地表面
の上を流れるように滑り落ちる

主な発生
時期

低気温で降雪が続く 1 〜 2 月の厳
寒期

気温が上昇する春先の融雪期

速　度

新幹線並み（時速 100 〜 200 km） 自動車並み（時速 40 〜 80 km）

到達範囲

雪崩の到達距離は、全層雪崩より表層雪崩の方が遠くまで到達します

資料、イラスト：国土交通省

図 3　都道府県別雪崩危険箇所
（平成 16年度公表）

県名 雪崩危険
箇所 県名 雪崩危険

箇所 県名 雪崩危険
箇所

北海道 2,536 群馬 450 静岡 59

青森 1,003 新潟 1,484 滋賀 346

岩手 177 富山 907 京都 687

宮城 175 石川 1,203 兵庫 1,314

秋田 1,630 福井 1,318 鳥取 1,316

山形 935 山梨 86 島根 525

福島 187 長野 1,292 岡山 696

栃木 209 岐阜 1,630 広島 336

合計 20,501
出典：国土交通省

雪崩発生地点

全層雪崩危険地域

表層雪崩危険地域

24° 18°

（到達する範囲＝危険地域）

5

図 2　月ごとの雪崩災害

図 4　雪崩の名称

図 5　雪崩の種類
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●
低
木
林
や
ま
ば
ら
な
植
生

の
斜
面

中
高
木
が
密
に
生
え
て
い

る
斜
面
で
は
雪
崩
が
発
生
し

に
く
い
一
方
、
低
木
林
や
ま

ば
ら
な
植
生
の
斜
面
で
は
雪

崩
発
生
の
危
険
が
高
く
な
り

ま
す
。
笹
や
草
に
覆
わ
れ
た

斜
面
な
ど
は
裸
地
よ
り
も
発

生
し
や
す
い
地
形
で
す
。（
図

６
）

〈
発
生
し
や
す
い
条
件
〉�

表
層
雪
崩�

・
気
温
が
低
く
、
既
に
か
な
り
の
積

雪
が
あ
る
上
に
、
短
期
間
に
多
量

の
降
雪
が
あ
っ
た
と
き
（
例
え
ば
、

１
メ
ー
ト
ル
程
度
以
上
の
積
雪
の

上
に
30
セ
ン
チ
程
度
以
上
の
降
雪

が
あ
っ
た
と
き
な
ど
）�

・
急
傾
斜
で
、
特
に
雪
庇
（
せ
っ
ぴ
）

や
吹
き
だ
ま
り
（
雪
が
風
で
吹
き

寄
せ
ら
れ
堆
積
し
た
場
所
）
が
で

き
て
い
る
斜
面�

・
０
度
以
下
の
気
温
が
続
き
、
吹
雪

や
強
風
が
伴
う
と
き

全
層
雪
崩�

・
過
去
に
雪
崩
が
発
生
し
た
斜
面
な

ど�

・
春
先
や
降
雨
後
、
フ
ェ
ー
ン
現
象

な
ど
に
よ
る
気
温
上
昇
時�

・
斜
面
に
積
雪
の
亀
裂
が
で
き
て
い

る
場
所
な
ど�

〈
主
な
前
兆
現
象
〉�

①
雪
庇

　（せ
っ
ぴ
）

山
の
尾
根
か
ら

の
雪
の
張
り
出

し
。
張
り
出
し
た

部
分
が
雪
の
か
た

ま
り
と
な
っ
て
斜

面
に
落
ち
る
。

②
巻
き
だ
れ�

雪
崩
予
防
柵
か

ら
の
雪
の
張
り
出

し
。
張
り
出
し
た

部
分
が
雪
の
か
た

ま
り
と
な
っ
て
斜
面
に
落
ち
る
。

③
斜
面
が
平
ら
に
な
っ
て
い
る�

斜
面
に
元
の
地

形
が
分
か
ら
な
い

ほ
ど
雪
が
積
も
っ

て
平
ら
に
な
っ
て

い
る
場
所
が
あ

る
。
表
層
雪
崩
が

起
き
る
危
険
。
家

の
裏
山
な
ど
は
特

に
要
注
意
。

④
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル�

斜
面
を
こ
ろ

こ
ろ
落
ち
て
く

る
ボ
ー
ル
の
よ
う

な
、
雪
の
か
た
ま

り
。
雪
庇
や
巻
だ

れ
の
一
部
が
落
ち

て
き
た
も
の
で
、

多
く
見
ら
れ
る
と
き
は
特
に
要
注
意
。

⑤
ク
ラ
ッ
ク�

斜
面
に
ひ
っ
か

き
傷
が
付
い
た
よ

う
な
雪
の
裂
け

目
。
積
も
っ
て
い

た
雪
が
ゆ
る
み
、

少
し
ず
つ
動
き
出

そ
う
と
し
て
い
る

状
態
で
、
そ
の
動
き
が
大
き
く
な
る
と

全
層
雪
崩
の
危
険
。

⑥
雪
し
わ�

ふ
や
け
た
指
先
の
よ
う
な
シ
ワ
状
の

雪
の
模
様
。
積

も
っ
て
い
た
雪
が

ゆ
る
み
、
少
し
ず

つ
動
き
出
そ
う
と

し
て
い
る
状
態
。

積
雪
が
少
な
く
て

も
全
層
雪
崩
の
危

険
。

�〈
普
段
か
ら
心
が
け
る
べ
き
事
〉�

・
市
町
村
が
作
成
、
配
布
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域

の
危
険
箇
所
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

お
住
ま
い
の
都
道
府
県
又
は
市

町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
危
険
箇

所
を
確
認
で
き
ま
す
。�

・
気
象
庁
が
発
表
す
る
「
な
だ
れ
注

意
報
」
な
ど
の
気
象
情
報
が
出
て

い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
発
表
中
の
警
報
・
注
意
報
（
気

象
庁
）

h
ttp
://w

w
w
.jm
a.g
o
.jp
/jp
/

w
arn/�

・
そ
の
ほ
か
、
自
治
体
か
ら
発
信
さ

れ
る
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

２�

．
除
雪
中
の
事
故
（
雪
下
ろ
し

や
雪
か
き
中
の
事
故
）

①
除
雪
中
に
は
ど
の
よ
う
な
事
故
が
起

こ
る
の
か

6

図 6　低木林やまばらな植生の斜面
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雪
に
よ
る
事
故
の
死
者
の
多
く
は
除
雪
中

の
事
故
に
よ
る
も
の
で
す
。（
平
成
26
年
度

の
大
雪
に
よ
る
人
的
被
害
の
約
８
割
が
雪
下

ろ
し
等
の
除
雪
中
の
事
故
。
た
だ
し
交
通
事

故
を
除
く
。）

除
雪
中
の
事
故
は
、

自
宅
な
ど
建
物
の
屋
根

雪
下
ろ
し
や
雪
か
き
等

の
作
業
中
に
発
生
し
て

お
り
、
中
で
も
高
齢
者

の
比
率
が
高
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。

除
雪
中
の
事
故
は
こ
ん
な
ケ
ー
ス
、
こ
ん

な
原
因
で
起
き
て
い
ま
す
！�

雪
下
ろ
し
の
事
故
の
場
合
、
屋
根
か
ら
の

転
落
事
故
が
多
く
、
高
齢
者
や
一
人
で
の
作

業
中
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

何
か
あ
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
作
業

は
複
数
人
で
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

●
屋
根
か
ら
の
転
落

雪
下
ろ
し
中
に
屋
根
の
上
で
足
が
ス
リ
ッ

プ
し
て
転
落
し
た
り
、
屋
根
の
上
の
雪
が
滑

り
落
ち
て
き
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
落
す

る
事
故�

●
屋
根
か
ら
の
落
雪

軒
下
で
除
雪
中
に
落
雪
で
埋
ま
る
、
落
雪

が
直
撃
す
る
事
故�

●
水
路
等
へ
の
転
落

融
雪
槽
に
投
雪
中
、
槽
内
に
転
落
す
る
事

故
（
発
見
ま
で
の
時
間
が
か
か
り
、
死
亡
に

至
る
例
も
）�

●
除
雪
機
の
事
故

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ず
に
、
雪
詰
ま
り
を
取

り
除
こ
う
と
し
て
巻
き
込
ま
れ
る
事
故

●
除
雪
作
業
中
に
心
筋
梗
塞
な
ど
を
発
症

寒
い
屋
外
で
の
重
労
働
に
よ
っ
て
作
業
中

に
心
肺
停
止
な
ど
で
倒
れ
る
事
故

②
除
雪
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

　〜�

除
雪
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

　ポ
イ
ン
ト

除
雪
中
の
事
故
の
危
険
を
理
解
し
、
安
全

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
、
事
故
を
防
ぎ
ま

す
。

万が一、雪崩発生の場に遭遇したら？……
（全国地すべりがけ崩れ対策協議会「雪崩対応安全ガイドブック」より）

雪崩が自分の近くで起きた場合
１．流されている人を見続けること。
２．仲間が雪崩に巻き込まれた地点（遭難点）と、見えなくなった地点（消失点）を覚えておく。
３．雪崩が止まったら見張りを立て、遭難点と消失点にポールや木などの目印をたてる。
４．すぐに雪崩ビーコン（無線機）などを用いて、捜索する。
５．見つかれば、直ちに掘り起こして救急処置を行う。

自分が雪崩に巻き込まれた場合
１．雪崩の流れの端へ逃げる。
２．仲間が巻き込まれないように知らせる。
３．身体から荷物を外す。
４．雪の中で泳いで浮上するようにする。
５．雪が止まりそうになったとき、雪の中での空間を確保できるよう、手で口の前に空間を作る。
６．雪の中から、上を歩いている人の声が聞こえる場合があるため、聞こえたら大きな声を出す。
 
更に詳しくは、全国地すべりがけ崩れ対策協議「雪崩対応安全ガイドブック」
http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Article/349/57/nadaregide,1.pdf

平成 26年度　大雪による人的被害の状況

死亡状況 65 歳未満
（人数）

65 歳以上
（人数） 合計

雪崩による死者 2 0 2

屋根の雪下ろし等、除雪作業中の死者 13 52 65

落雪による死者 3 6 9

倒壊した家屋の下敷きによる死者 0 2 2

その他 1 4 5

合計 19 64 83
（注） 平成 26 年 11 月から平成 27 年３月 31 日までの数値のうち、除雪作業中の死者

（65 人）は全体の死者（83 人）の 78％
出典：消防庁資料（平成 27 年 4 月 1 日）から抜粋

7

雪崩ビーコン
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ま
た
、
事
故
は
除
雪
作
業
に
対
す
る

慣
れ
や
過
信
、
油
断
が
事
故
を
招
い
て

い
ま
す
。
除
雪
作
業
前
に
事
故
防
止
の

ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

３�

．
車
に
よ
る
雪
道
で
の
事
故

①
車
に
よ
る
雪
道
事
故
は
ど
の
よ
う
な

時
に
発
生
す
る
の
か

降
雪
時
、
降
雪
後
に
は
路
面
の
凍
結

や
視
程
障
害
（
吹
雪
等
に
よ
る
視
界
不

良
）
に
よ
る
事
故
に
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
路
面
の
凍
結
に
注
意
！

●
降
雪
が
１
㎝
以
上
の
時
は
非
常
に

滑
り
や
す
い
圧
雪
に
注
意
！

非
常
に
滑
り
や
す
い
圧
雪
（
踏
み
固

め
ら
れ
た
雪
）
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

見
て
白
く
見
え
、
表
面
の
み
凍
っ
て
つ

る
つ
る
の
光
沢
が
で
き
、
滑
り
や
す
い

状
態
で
す
。

圧
雪
は
降
雪
が
１
㎝
以
上
あ
り
、
雪

が
降
っ
た
後
早
い
時
期
（
お
お
よ
そ
24

時
間
以
内
）
に
形
成
さ
れ
ま
す
。

●
前
日
の
最
高
気
温
が
０
℃
未
満
の

時
は
ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
注
意
！

ア
イ
ス
バ
ー
ン
は
、
氷
の
よ
う
に
な
っ

た
路
面
の
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

見
て
透
明
又
は
黒
く
見
え
、
非
常
に
滑

り
や
す
い
状
態
で
す
。
前
日
の
最
高
気

温
が
０
℃
未
満
の
場
合
で
き
や
す
い
路

面
凍
結
現
象
で
す
。�

●
実
は
滑
る
！
凍
っ
て
見
え
な
く
て

も
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
注

意
！

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
て
た
だ
の
濡
れ

た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
見
え
る
の
で
す
が
、

実
は
氷
で
覆
わ
れ
て
い
て
非
常
に
滑
る

状
態
で
す
。

こ
の
路
面
状
況
は
、
こ
れ
と
い
っ
て

判
断
す
る
方
法
が
な
い
の
で
、
低
気
温

時
は
「
路
面
が
黒
く
見
え
た
ら
要
注

意
！
」
と
覚
え
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
冷
え
込
む
夜
間
や
朝
方
や
日

陰
な
ど
は
要
注
意
で
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
路
面
の
凍
結
に

注
意
！

●
信
号
交
差
点

都
市
部
の
信
号
交
差
点
の
あ
る
箇
所

で
は
、
車
が
発
進
や
停
止
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
圧
雪
や
凍
結
路
面
が

摩
擦
熱
で
融
け
て
、
タ
イ
ヤ
と
の
間
に

● 屋根からの転落による死者 41％ ● 屋根からの落雪による死者 17％
命を守る除雪中の
事故防止 10箇条

● 除雪機に巻き込ま
　 れた死者 5％

● 水路への転落に
　 よる死者 10％

→ 安全帯・命綱とヘルメット、
すベりにくい靴を着用しましょう! 

→ 命綱は使う前によく点検 ! 
→ スノーダンプは小回りのきくものを
使いましょう!

● 除雪作業中の発作による死者 8％
→ 疲労時は作業しない !

→ 新雪や晴れの日雪のゆるみに注意 ! 
→ 携帯電話を持ちましょう! 
→ 家族・隣近所に声をかけてから
作業しましょう!

✓ 作業は家族、となり近所にも
声かけて2人以上で ! 

✓ 建物のまわりに雪を残して
雪下ろし! 

✓ 晴れの日ほど要注意、屋根の
雪がゆるんでいる ! 

✓ はしごの固定を忘れずに ! 

✓ エンジンを切ってから! 
除雪機の雪詰まりの取り除き 

✓ 低い屋根でも油断は禁物 ! 

✓ 作業開始直後と疲れたころは
特に慎重に ! 

✓ 面倒でも命綱とヘルメットを ! 

✓ 命綱、除雪機など用具はこまめ
に手入れ・点検を ! 

✓ 作業のときには携帯電話を
持っていく!

● 転落死者のうち 51％が地面に強打
→ 建物の周りに雪を残して雪降ろし!

● 転落死者のうち 60％が 1階の屋根から
→ 低い屋根でも油断しない !

→ 雪詰まりの処理は
エンジンを切って
から!

● 屋根からの転落事故の 32％は、
　 はしごから
→ はしごは必ず固定 ! 
→ はしごから屋根への移動時は特に注意 !

空き家の除雪が行われず , 危険な状
態になっている場合には , 法律 *の
定めに基づき市町村長 の判断で雪
下ろしを行うことが可能です。お困り
の際は市町村に問い合わせ下さい。

*災害対策基本法第 64条第 1項

→ 水路への雪捨ての最中
滑らないように注意 !
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資料：内閣府 / 国土交通省

滑りやすい圧雪道路
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水
滴
が
で
き
る
た
め
、
路
面
が
非
常
に

滑
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

●
橋
梁
（
橋
げ
た
）

区
間
橋
梁
区
間
で
は
ほ
か
の
区
間
と

異
な
り
夜
間
に
は
橋
の
下
か
ら
も
熱
が

奪
わ
れ
る
の
で
、
路
面
の
温
度
が
低
下

し
や
す
く
、
ほ
か
の
路
面
が
凍
っ
て
い

な
く
て
も
橋
の
上
だ
け
は
凍
結
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

●
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
出
入
口

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
出
入
口
は
日
陰
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
局
所
的
に
路
面
が

凍
結
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
周

囲
が
雪
景
色
の
場
合
に
は
、
ト
ン
ネ
ル

の
中
と
外
で
の
明
る
さ
が
極
端
に
異
な

る
こ
と
で
状
況
が
見
え
に
く
く
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
付
近

で
の
突
然
の
路
面
変
化
に
備
え
、
走
行

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�

こ
の
ほ
か
に
も
、
局
部
的
に
日
陰
と

な
る
区
間
で
は
長
期
に
わ
た
り
雪
が

残
っ
て
い
た
り
、
融
雪
水
が
流
れ
込
み

や
す
い
箇
所
で
は
局
所
的
に
路
面
が
凍

結
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

視
程
障
害
と
は

空
気
中
に
浮
遊
物
が
あ
る
と
、
そ
れ

に
よ
っ
て
光
が
散
乱
・
吸
収
・
反
射
さ

れ
て
減
衰
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
目
に

届
く
光
の
量
が
少
な
く
な
り
、
周
り
の

景
色
が
見
え
づ
ら
く
な
り
ま
す
。�

こ
れ

を
視
程
障
害
と
い
い
ま
す
。
降
雪
や
吹

雪
に
よ
っ
て
雪
が
舞
っ
て
い
る
場
合
も

同
様
に
視
界
が
悪
く
な
り
ま
す
が
、
霧

の
よ
う
な
小
さ
な
水
滴
と
は
異
な
り
雪

片
は
目
に
見
え
る
ほ
ど
大
き
い
の
で
、

そ
の
視
程
障
害
も
少
し
異
な
り
ま
す
。�
�

雪
に
よ
る
視
程
障
害
が
起
き
や
す
い

環
境
は
…
…

・
気
温
が
低
く
、
風
速
が
８
ｍ
／
ｓ

以
上
の
と
き
（
高
い
地
吹
雪
が
発

生
し
や
す
い
）�

・
道
路
の
雪
堤
が
高
く
な
っ
て
い
る

と
き
（
風
速
が
強
く
な
い
と
低
い

地
吹
雪
が
発
生
し
や
す
い
）�

・
大
型
車
が
巻
き
上
げ
る
雪
煙
（
降

雪
直
後
で
道
路
上
に
新
雪
が
積

も
っ
て
い
る
と
発
生
し
や
す
い
）�

・
周
囲
が
開
け
た
平
坦
な
地
形
の
道

路
（
吹
雪
を
遮
る
樹
木
や
建
物
が

な
い
平
地
）�

・
峠
区
間
や
急
峻
地
形
の
道
路
（
特

に
標
高
の
高
い
山
地
で
は
気
象
の

変
化
も
著
し
く
、
短
い
区
間
で
も

視
程
が
急
変
す
る
こ
と
も
）

ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
と
は
…

人
間
の
目
が
物
と
周
囲
を
区
別
し
て

識
別
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
差
が
あ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

周
囲
が
白
一
色
と
な
る
冬
の
道
路
で
は
、

道
路
と
景
色
の
区
別
が
つ
け
に
く
く
な

る
た
め
、
実
際
の
視
程
よ
り
か
な
り
悪

く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
に
は

ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
と
呼
ば
れ
、
地
吹
雪

な
ど
で
視
界
が
真
っ
白
に
な
り
、
他
に

何
も
見
え
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

②
雪
道
で
の
車
の
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
〜
雪
道
で
の
運
転
の
ポ
イ
ン

ト
〜
凍
結
路
面
で
の
運
転
の
ポ
イ
ン

ト

●
坂
道
走
行

あ
ら
か
じ
め
適
切
な
ギ
ヤ
に
シ
フ
ト

ダ
ウ
ン
し
、
ア
ク
セ
ル
を
一
定
に
し
ま

し
ょ
う
。
急
ブ
レ
ー
キ
や
シ
フ
ト
ダ
ウ

ン
は
尻
振
り
や
ス
ピ
ン
を
招
き
ま
す
。

（
下
り
坂
は
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
効

か
せ
ま
し
ょ
う
）�

●
カ
ー
ブ
走
行

カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
に
減
速
し
て

か
ら
進
入
し
、
カ
ー
ブ
中
は
控
え
め
な

速
度
を
一
定
に
保
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ

う
。�● 

ブ
レ
ー
キ
ン
グ

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と
タ
イ
ヤ
が

ロ
ッ
ク
し
て
グ
リ
ッ
プ
を
失
い
止
ま
れ

ま
せ
ん
。
ブ
レ
ー
キ
は
普
段
よ
り
手
前

か
ら
ソ
フ
ト
に
じ
わ
っ
と
踏
ん
で
止
め

ま
し
ょ
う
。�

※�

四
輪
駆
動
車
だ
か
ら
と
い
っ
て
過
信

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
二
輪

駆
動
車
に
比
べ
発
進
や
走
行
の
安
全

性
は
有
利
で
す
が
、
車
の
重
量
が
重

い
た
め
カ
ー
ブ
や
交
差
点
の
手
前
で

は
十
分
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
走

行
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
ア

ン
チ
ロ
ッ
ク
・
ブ
レ
ー
キ
・
シ
ス
テ
ム
）

が
つ
い
て
い
て
も
過
信
し
な
い
よ
う
、

Ａ
Ｂ
Ｓ
を
作
動
さ
せ
ず
に
済
む
よ
う

に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。�

9

凍結しやすい都市部の信号交差点

視程障害が起きやすい吹雪の中の運転
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視
界
の
悪
い
時
の
運
転
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

●
吹
雪
の
中
で
の
運
転
は 

ラ
イ
ト
点
灯
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
、

車
間
距
離
！

相
手
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た

め
、
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
前
方

の
車
が
急
に
止
ま
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
車
間
距
離
を
十
分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。�

●
大
型
車
の
雪
煙
に
注
意
！

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
大
型
車
が
巻
き
上

げ
る
雪
煙
で
視
界
が
悪
く
な
り
ま
す
。

す
れ
違
う
時
や
追
い
越
さ
れ
る
時
は
ワ

イ
パ
ー
を
早
め
に
作
動
し
、
減
速
し
ま

し
ょ
う
。�

●
車
に
雪
が
付
い
た
ら
安
全
な
所
に

止
ま
っ
て
落
と
す

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
や
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
に

つ
い
た
雪
で
、
自
分
の
車
が
相
手
か
ら

見
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ワ
イ
パ
ー

に
付
い
た
雪
で
拭
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。

道
路
か
ら
離
れ
た
安
全
な
所
で
雪
を
落

と
し
ま
し
ょ
う
。�

●
疲
れ
た
り
、
運
転
に
危
険
を
感
じ

た
ら
休
憩
を

吹
雪
の
中
で
の
運
転
は
緊
張
の
連
続

で
す
。
疲
れ
た
り
危
な
い
と
思
っ
た
ら

道
の
駅
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
で

ゆ
っ
く
り
休
み
ま
し
ょ
う
。
危
険
で
す

の
決
し
て
路
上
で
は
止
ま
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。�

�

４
．
歩
行
者
の
雪
道
で
の
事
故

①
歩
行
者
の
雪
道
事
故
は
ど
の
よ
う
な

時
に
発
生
す
る
の
か

　

　〜�

歩
行
時
の
転
倒
に
も
注
意
！
滑
り

や
す
い
場
所
を
知
り
ま
し
ょ
う
〜

冬
期
間
は
豪
雪
地
帯
に
限
ら
ず
、
雪

が
少
な
い
地
域
で
も
、
積
雪
・
凍
結
を

原
因
と
す
る
転
倒
災
害
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

�

転
倒
災
害
件
数
は
、
降
雪
量
に
ほ
ぼ

比
例
し
て
お
り
、
例
年
１
〜
３
月
に
集

中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
る
滑
り
や
す
い
場
所
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
横
断
歩
道
の
白
線
の
上

白
線
部
は
、
乾
い
て
い
る
よ
う
に
見

え
て
も
薄
い
氷
膜
が
で
き
て
、
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

●
車
の
出
入
り
の
あ
る
歩
道
（
駐
車

場
の
出
入
口
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
な
ど
）

出
入
り
す
る
車
の
タ
イ
ヤ
で
路
面
上

の
氷
が
磨
か
れ
、
非
常
に
滑
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

●
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
場

多
く
の
人
で
踏
み

固
め
ら
れ
て
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
乗

り
場
の
路
面
状
態
を

確
認
し
な
が
ら
歩
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
道
と
車
道
と
の

段
差
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

●
坂
道

坂
道
は
、
上
る
と
き
よ
り
も
下
る
と

き
の
方
が
滑
っ
て
転
び
や
す
く
危
険
で

す
。
下
る
と
き
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。�●

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
切
れ
目

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
切
れ
た
所

か
ら
雪
や
氷
が
融
け
て
お
ら
ず
段
差
が

で
き
て
、
部
分
的
に
滑
り
や
す
い
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
雪
道
を
安
全
に
歩
く
ポ
イ
ン
ト�

〜
転

び
に
く
い
上
手
な
歩
き
方
を
知
り
ま

し
ょ
う
！

●
小
さ
な
歩
幅
で
歩
き
ま
し
ょ
う

歩
幅
を
小
さ
く
し
、
そ
ろ
そ
ろ
と
歩

く
「
ペ
ン
ギ
ン
歩
き
」
が
基
本
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
の
揺
れ
が

小
さ
く
な
り
、
転
び
に
く
く
な
り
ま
す
。�

 

●
靴
の
裏
全
体
を
路
面
に
付
け
て
歩

き
ま
し
ょ
う

つ
る
つ
る
路
面
で
は
、
体
の
重
心
を

や
や
前
に
お
き
、
で
き
る
だ
け
靴
の
裏

全
体
を
路
面
に
つ
け
る
気
持
ち
で
歩
き

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
履
物
は
靴
底
が
滑
り
に
く
い

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。（
摩
擦
係
数
の

高
い
ゴ
ム
長
靴
等
）

アクシデントに対応できる用具を必ず装備しておきましょう
冬道の運転は冬山の登山と同じようなもので、事前の点検・整備と、天候の急変等による様々なアクシデ

ントにも十分対応できるような装備品を必ず装備しておきましょう。

●タイヤチェーン、ジャッキ　　●ブースターケーブル　　●スノーヘルパー

●スペアタイヤ（冬道用タイヤ）　　●スコップ　　●除雪用ブラシ

●防寒具、長靴　　●�砂・軍手・作業衣類　　　●毛布　　●�けん引用ロープ等�
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●
そ
の
他

転
ん
だ
と
き
の
怪
我
の
予
防
の
た
め

に
、帽
子
を
か
ぶ
る
、手
袋
を
す
る
な
ど
、

身
に
着
け
る
も
の
を
工
夫
す
る
こ
と
も

安
全
対
策
の
一
つ
で
す
。

転
び
に
く
い
歩
き
方
を
知
っ
て
い
て

も
、
両
手
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
ま
ま

歩
い
た
り
、
急
い
で
走
る
こ
と
は
危
険

で
す
。
ま
た
、
飲
酒
時
も
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
鈍
り
危
険
で
す
。

屋
根
の
上
の
雪
や
氷
が
落
ち
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
足
元
に
も
注

意
が
必
要
で
す
が
、
歩
く
先
々
の
屋
根

に
も
目
を
配
り
、
注
意
し
て
歩
き
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
暖
か
い
日
は
要
注
意
で
す
。�

■
詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら�

雪
害
対
策
の
ペ
ー
ジ
（
内
閣
府
） 

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sai.g

o
.jp
/

setsugai/index.htm
l

大
雪
に
対
す
る
防
災
力
の
向
上
方
策

検
討
会　

報
告
書
（
内
閣
府
） 

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sai.g

o
.jp
/

setsugai/pdf/h2404_002.pdf

共
助
・
公
助
に
よ
る
地
域
除
雪
の
取

組
事
例 

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sai.g

o
.jp
/

setsugai/pdf/h2404_003.pdf

防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
（
国
土
交

通
省
）

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/saigai/

bosaijoho/index.htm
l

Q交
通
機
関
に
大
き
な
影

響
が
出
る
よ
う
な
雪

が
降
っ
て
い
る
と
き

は
、
で
き
る
だ
け
不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
、
や
む
を
得
ず
外
出
す

る
と
き
は
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。
服
装
は
、
転

倒
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
帽
子
、
手
袋
や
セ
ー
タ
ー
な

ど
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
り
そ
う
な
素
材
を
選
び
ま
す
。
靴

は
、
撥
水
性
が
あ
り
靴
底
の
溝
が
深
い
靴
を
、
か
ば
ん

は
、
両
手
が
自
由
に
な
り
転
倒
し
た
場
合
も
背
中
を
保

護
で
き
る
リ
ュ
ッ
ク
を
お
勧
め
し
ま
す
。
歩
く
と
き
は
、

歩
幅
は
小
さ
く
、
足
の
裏
全
体
で
し
っ
か
り
歩
き
、
マ

ン
ホ
ー
ル
の
蓋
や
タ
イ
ル
な
ど
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ
を

避
け
て
歩
き
ま
す
。
携
帯
電
話
は
持
ち
歩
く
と
転
倒
し

た
際
の
破
損
や
雪
で
濡
れ
て
故
障
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
カ
バ
ン
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

降
雪
の
予
報
が
出
た
ら
、
除
雪
用
の
ス
コ
ッ
プ
、
車

の
ト
ラ
ン
ク
に
は
タ
イ
ヤ
用
チ
ェ
ー
ン
を
積
ん
で
装
着

方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。
雪
で
道
路
が
渋
滞
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
簡
易
ト
イ
レ
、
携
帯
電
話
を
シ
ガ
ー

ソ
ケ
ッ
ト
か
ら
充
電
で
き
る
ア
ダ
プ
タ
ー
、
食
料
、
毛

布
な
ど
を
積
ん
で
お
く
こ
と
や
、
自
宅
で
も
停
電
や
店

じ
ま
い
、
品
薄
に

備
え
て
食
料
品
や

日
用
品
、
燃
料
の

蓄
え
を
十
分
に
し

て
お
き
ま
す
。
既

往
症
の
あ
る
方
や

処
方
薬
を
服
用
し

て
い
る
人
は
早
め

に
医
療
機
関
に
か

か
り
ま
し
ょ
う
。

　

除
雪
を
す
る
と

き
は
、
軒
下
の
つ

ら
ら
や
翌
日
晴
れ

て
気
温
が
上
が
っ

た
場
合
は
、
屋
根

か
ら
大
量
の
雪
が

落
ち
て
く
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
頭
上
に
も
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

11

大雪に慣れていない地域で
大雪が降った場合、
どのようなことに
注意したらいいですか？

防災 Q&A 突然の大雪に備える

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自

然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災・

防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文
部
科
学
省

な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

イラスト：井塚 剛

交通機関の麻痺による渋滞、遅延、孤立、
品不足や病院に通えないなどの影響や
転倒防止対策を考えておきましょう。
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口く
ち
の
え
ら
ぶ
じ
ま

永
良
部
島
噴
火

（
噴
火
の
概
要
）

鹿
児
島
県
屋
久
島
町
口
永
良
部
島
の
新
岳
に
お
い

て
、
５
月
29
日
９
時
59
分
頃
に
爆
発
的
噴
火
が
発
生

し
ま
し
た
。
気
象
庁
は
同
10
時
07
分
、
噴
火
警
報
（
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
５
、
避
難
）
を
発
表
し
、
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
を
３
（
入
山
規
制
）
か
ら
５
（
避
難
）
へ
引

き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
噴
火
に
よ
り
、
噴
煙
が
火
口
上
９
０
０
０
メ
ー

ト
ル
以
上
ま
で
上
が
り
、
火
口
周
辺
に
噴
石
が
飛
散

し
ま
し
た
。
ま
た
、
火
砕
流
が
発
生
し
、
新
岳
火
口

の
南
西
側
か
ら
北
西
側
（
向
江
浜
地
区
）
に
か
け
て

の
海
岸
ま
で
達
し
ま
し
た
。

（
被
害
状
況
）

こ
の
噴
火
に
よ
る
人
的
被
害
は
、
負
傷
者
１
名
で

し
た
。

（
政
府
の
対
応
）

（
１
）
官
邸
の
対
応 

・
官
邸
対
策
室
設
置
（
５
月
29
日
10
：
07
） 

・
総
理
会
見
（
５
月
29
日
11
：
45
） 

（
２
）
総
理
指
示 

・ 

以
下
の
と
お
り
総
理
指
示
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
５
月
29
日
10
：
15
） 

１　

早
急
な
被
害
状
況
の
把
握 

２　

自
治
体
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
避
難

等
の
安
全
確
保
措
置
の
徹
底 

３　

適
時
的
確
な
情
報
の
提
供 

（
３
）
緊
急
参
集
チ
ー
ム 

・ 

緊
急
参
集
チ
ー
ム
協
議
開
始
（
５
月
29
日
10
：
37
） 

《
緊
急
参
集
チ
ー
ム
確
認
事
項
》

１　

地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携

を
密
に
し
、
口
永
良
部
島
の
火
山
活
動
や

被
害
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
安
全
を
第
一
と
し
て
、
政
府
一
体

と
な
っ
た
救
援
救
助
活
動
、
避
難
支
援
等

に
全
力
を
尽
く
す
。 

２　

被
害
の
状
況
に
応
じ
、
緊
急
消
防
援
助

隊
、
警
察
広
域
援
助
隊
、
自
衛
隊
の
災
害

派
遣
部
隊
、
海
上
保
安
庁
の
救
援
救
助
部

隊
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

等
に
よ
る
被
災
地
へ
の
広
域
応
援
を
行
い
、

災
害
応
急
対
策
に
万
全
を
期
す
。 

３　

火
山
活
動
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
国

や
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
厳
重
な
観

測
・
監
視
・
分
析
を
行
い
、
住
民
や
地
方

自
治
体
、
関
係
機
関
に
対
す
る
的
確
な
情

報
提
供
を
行
う
。

（
４
）
災
害
派
遣
要
請

要
請
日
時
：
平
成
27
年
５
月
29
日
（
金
）
10
：
40 

要
請
元
：
鹿
児
島
県
知
事 

要
請
先
：
陸
上
自
衛
隊
第
８
師
団
長
（
北
熊
本
） 

要
請
の
概
要
： 

航
空
機
に
よ
る
避
難
支
援
・
情
報

収
集 

発
生
場
所
：
鹿
児
島
県
口
永
良
部
島 

撤
収
要
請
日
時
： 

平
成
27
年
６
月
１
日
（
月
）
16
：
15

《
派
遣
規
模
》（
６
月
２
日
12
：
00
現
在
） 

　

人
員
： 

延
べ
４
３
０
名
（
延
べ
航
空
関
係
要
員

約
２
６
０
名
、
Ｌ
Ｏ
（
連
絡
員
）
等
約
60

名
、
地
上
要
員
約
１
１
０
名
） 

　

車
両
：
延
べ
約
20
両 
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に
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災
害
の
状
況
に
つ
い
て

災害報告
Disaster Report

ヘリによる上空視察（5月 30 日）
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航
空
機
：
延
べ
44
機

（
５
）
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
現
地
調
査 

・ 

口
永
良
部
島
新
岳
の
噴
火
に
係
る
被
災
状
況
を

把
握
す
る
た
め
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
、
島

民
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
屋
久
島
町
を
訪

問
し
、
鹿
児
島
県
知
事
、
屋
久
島
町
長
等
と
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
避
難
所
の
視
察
を

実
施
し
ま
し
た
。（
６
月
13
日
）。 

（
６
）
政
府
調
査
団
の
派
遣
等 

・ 

内
閣
府
情
報
先
遣
チ
ー
ム
を
鹿
児
島
県
屋
久
島

町
役
場
へ
派
遣
（
５
月
29
日
11
：
00
） 

・ 

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）
を
団
長
と
す
る

政
府
調
査
団
を
鹿
児
島
県
庁
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

（
５
月
29
日
11
：
00
） 

・ 

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）
を
団
長
と
す
る

政
府
調
査
団
が
自
衛
隊
ヘ
リ
に
て
口
永
良
部
島

上
空
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
屋
久
島
町
役
場

で
の
意
見
交
換
及
び
避
難
所
訪
問
を
実
施
し
ま

し
た
。（
５
月
30
日
午
前
）

（
７
）関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議（
開
催
実
績

：
６
回
）

・
山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

松
本
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
出
席
の
も

と
、
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を
開
催
し
、
佐
々

木
鹿
児
島
県
副
知
事
と
テ
レ
ビ
会
議
を
行
う
と

と
も
に
、
今
後
の
火
山
活
動
の
見
通
し
、
被
害

状
況
及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
行
い
ま
し
た
。（
５
月
29
日
11
：
00
） 

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

松
本
内
閣
府
大
臣
（
当
時
）
政
務
官
、
藤
井
東

京
大
学
名
誉
教
授
（
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
会

長
）出
席
の
も
と
、関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議（
第

２
回
）
を
開
催
し
、
佐
々
木
鹿
児
島
県
副
知
事

と
テ
レ
ビ
会
議
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
火

山
活
動
の
見
通
し
、
被
害
状
況
及
び
各
省
庁
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

（
５
月
29
日
16
：
00
）

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）、
松
本
内
閣
府
大

臣
政
務
官
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、
関
係
省
庁

災
害
対
策
会
議
（
第
３
回
）
を
開
催
し
、
伊
藤

鹿
児
島
県
知
事
及
び
荒
木
屋
久
島
町
長
と
テ
レ

ビ
会
議
を
行
う
と
と
も
に
、
赤
澤
内
閣
府
副
大

臣
（
当
時
）
に
よ
る
政
府
調
査
団
調
査
報
告
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
火
山
活
動
の

見
通
し
、
被
害
状
況
及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

の
対
応
等
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。（
５

月
30
日
17
：
00
） 

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）、
松
本
内
閣
府
大

臣
政
務
官
（
当
時
）、
井
口
京
都
大
学
防
災
研
究

所
教
授
（
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
委
員
）
出
席
の

も
と
、
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
（
第
４
回
）
を

開
催
し
、
佐
々
木
鹿
児
島
県
副
知
事
及
び
岩
川
屋

久
島
副
町
長
と
テ
レ
ビ
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
火
山
活
動
の
見
通
し
、
被
害
状
況

及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
確

認
を
行
い
ま
し
た
。（
６
月
１
日
17
：
00
）

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、

関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
（
第
５
回
）
を
開
催

し
、
佐
々
木
鹿
児
島
県
副
知
事
及
び
荒
木
屋
久

島
町
長
と
テ
レ
ビ
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
火
山
活
動
の
見
通
し
、
被
害
状
況

及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
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鹿児島県知事、屋久島町長等との意見交換
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（宮之浦公民館）

避難者一人一人に声をかける安倍内閣総理大臣
（縄文の苑）
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確
認
を
行
い
ま
し
た
。（
６
月
５
日
16
：
00
）

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）、
松
本
内
閣
府
大

臣
政
務
官
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、
関
係
省
庁
災

害
対
策
会
議
（
第
６
回
）
を
開
催
し
、
布
袋
鹿
児

島
県
副
知
事
、
荒
木
屋
久
島
町
長
及
び
井
口
京

都
大
学
防
災
研
究
所
教
授
（
火
山
噴
火
予
知
連

絡
会
委
員
）
と
テ
レ
ビ
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
火
山
活
動
の
見
通
し
つ
い
て
情
報

共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い

て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。（
６
月
11
日
15
：
50
）

（
支
援
策
）

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
５
月
29
日
鹿
児
島
県
熊

毛
郡
屋
久
島
町
に
、
口
永
良
部
島
（
新
岳
）
噴
火
に

よ
り
、
多
数
の
者
が
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
受
け
、

又
は
受
け
る
お
そ
れ
が
生
じ
て
お
り
、
継
続
的
に
救

助
を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
、
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
ま
し
た
。 

（
以
上
、
平
成
27
年
６
月
19
日
現
在
）

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨

�

（
平
成
27
年
台
風
第
18
号
等
を
含
む
）

（
概
要
）

９
月
７
日
３
時
に
発
生
し
た
台
風
第
18
号
は
、
日

本
の
南
海
上
を
北
上
し
、
９
月
９
日
10
時
過
ぎ
に
愛

知
県
知
多
半
島
に
上
陸
し
た
後
、
日
本
海
に
進
み
、

同
日
21
時
に
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
り
ま
し
た
。

台
風
第
18
号
や
前
線
の
影
響
で
、
西
日
本
か
ら
北

日
本
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
大
雨
と
な
り
、
特
に

９
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
は
、
台
風
第
18
号
か

ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
に
向
け
て
南
か
ら
流
れ
込
む

湿
っ
た
風
と
、
日
本
の
東
海
上
を
北
上
し
て
い
た
台

風
第
17
号
か
ら
流
れ
込
む
湿
っ
た
風
の
影
響
に
よ
り
、

多
数
の
線
状
降
水
帯
が
次
々
と
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
、
関
東
地
方
と
東
北
地
方
で
は
記
録
的
な
大
雨
と

な
り
ま
し
た
。

９
月
７
日
か
ら
９
月
11
日
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
総

降
水
量
は
、
栃
木
県
日
光
市
今
市
で
６
４
７
・
５
ミ
リ
、

宮
城
県
丸
森
町
筆
甫
で
５
３
６
・
０
ミ
リ
を
観
測
す

る
な
ど
、
関
東
地
方
で
６
０
０
ミ
リ
、
東
北
地
方
で

５
０
０
ミ
リ
を
超
え
、
９
月
の
月
降
水
量
平
年
値
の

２
倍
を
超
え
る
大
雨
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
、
９
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
栃
木

県
日
光
市
今
市
や
茨
城
県
古
河
市
古
河
、
宮
城
県
仙

台
市
泉
区
泉
ケ
岳
な
ど
関
東
地
方
や
東
北
地
方
で
は
、

統
計
期
間
が
10
年
以
上
の
観
測
地
点
の
う
ち
16
地
点

で
、
最
大
24
時
間
降
水
量
が
観
測
史
上
１
位
の
値
を

更
新
す
る
な
ど
、
栃
木
県
や
茨
城
県
、
宮
城
県
で
は

記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

（
被
害
状
況
）

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、

21
の
都
県
に
お
い
て
人
的
・
物
的
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
人
的
被
害
に
あ
っ
て
は
、
死
者
８
人
、
負
傷

者
79
人
が
発
生
。
ま
た
、
住
家
被
害
に
つ
い
て
は
、

全
壊
75
棟
、
半
壊
３
８
５
１
棟
、
床
上
浸
水
３
１
４

７
棟
、
床
下
浸
水
８
９
９
８
棟
等
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。（
消
防
庁
情
報
：
10
月
２
日
18
：
00
分
現
在
）

（
政
府
の
主
な
対
応
）

（
１
）
官
邸
の
対
応 

・
官
邸
情
報
連
絡
室
設
置
（
９
月
８
日
16
：
48
） 

・
官
邸
連
絡
室
に
改
組
（
９
月
10
日
３
：
30
） 

・
関
係
省
庁
局
長
級
会
議
開
催
（
９
月
10
日
４
：
15
）

・
総
理
指
示
（
９
月
10
日
７
：
10
）

１
．
被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
人
命
の
安
全
確

保
を
第
一
と
す
る
災
害
応
急
対
策
に
全
力

で
取
り
組
む
こ
と 

２
．
国
民
に
対
し
、
避
難
や
大
雨
・
河
川
の

状
況
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
適
時
的
確

に
行
う
こ
と 
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３
．
地
方
自
治
体
と
も
緊
密
に
連
携
し
、今
後
、

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地
区
の
住
民
の
避
難

が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
避
難
支
援
等

の
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と 

・ 
緊
急
参
集
チ
ー
ム
協
議
（
９
月
10
日
７
：
43
、

14
：
06
） 

・
総
理
指
示
（
９
月
10
日
15
：
59
）

１
．
事
態
は
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
な
ど
、
政
府
の
持

て
る
力
を
全
て
動
員
し
、
被
災
者
の
救
命
・

救
助
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と 

２
．
さ
ら
に
、
取
り
残
さ
れ
、
助
け
を
求
め

て
い
る
方
が
い
な
い
か
、
早
急
に
状
況
を

把
握
す
る
こ
と 

３
．
さ
ら
な
る
事
態
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体
と
緊
密
に
連
携

し
、
住
民
の
避
難
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ

う
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と 

・
総
理
指
示
（
９
月
11
日
11
：
30
）

１
．
国
民
の
命
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
、

政
府
一
丸
と
な
っ
て
、
被
災
者
の
救
命
・

救
助
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と 

２
．
今
後
、
さ
ら
な
る
事
態
の
発
生
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体
と
緊
密

に
連
携
し
、
住
民
の
避
難
が
確
実
に
行
わ

れ
る
よ
う
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と 

３
．
さ
ら
に
、
被
災
自
治
体
と
連
携
し
、
必

要
な
物
資
の
確
保
や
医
療
行
為
の
提
供
等

被
災
者
の
支
援
策
に
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と 

（
２
）
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
現
地
調
査 

・ 

平
成
27
年
台
風
第
18
号
に
よ
る
大
雨
等
に
係
る

被
災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
が
、
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
り
被
害
が
生
じ

た
茨
城
県
、
栃
木
県
を
訪
問
し
、
茨
城
県
知
事
、

栃
木
県
知
事
等
と
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

避
難
所
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。（
９
月
12
日
） 

（
３
）
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
に
よ
る
現

地
調
査 

・ 

平
成
27
年
台
風
第
18
号
に
よ
る
大
雨
等
に
係
る

被
災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
山
谷
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）
が
、
河
川
の
氾

濫
等
に
よ
り
被
害
が
生
じ
た
茨
城
県
常
総
市
を

訪
問
し
、
常
総
市
長
等
と
意
見
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
避
難
所
等
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
９
月
15
日
）

・ 

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
係
る
災
害

に
伴
い
、
被
害
状
況
及
び
現
地
の
対
応
状
況
等

を
把
握
す
る
た
め
、
河
野
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
防
災
）
が
茨
城
県
を
訪
れ
、
常
総
市
長
等

と
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
地
を
視

察
し
ま
し
た
。（
10
月
16
日
）

（
４
）
関
係
閣
僚
会
議
の
開
催 

・ 

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
出
席
の
も
と
、
栃
木
県
・

茨
城
県
等
の
大
雨
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。（
出
席
閣
僚
：
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
兼 

国
家
公
安

委
員
長
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土

交
通
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
）（
９

月
10
日
15
：
47
） 

・ 

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
出
席
の
も
と
、
栃
木
県
・
茨

城
県
・
宮
城
県
等
の
大
雨
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。（
出
席
閣
僚
：
内
閣
総
理

大
臣
、
副
総
理 

兼 

財
務
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
防
災
）
兼 

国
家
公
安
委
員
長
、
総
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
防
衛

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
）（
９
月
11
日
11
：
28
）

（
５
）
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
等
の
実
施
（
開
催

実
績

：

災
害
警
戒
会
議
１
回
、
災
害
対
策
会
議

５
回
） 

・ 

平
成
27
年
台
風
第
18
号
に
係
る
関
係
省
庁
災
害

警
戒
会
議
を
開
催
し
、
今
後
の
気
象
の
見
通
し
及

び
各
省
庁
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

行
う
と
と
も
に
、
万
全
の
態
勢
で
対
応
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。（
９
月
８
日
14
：
30
）

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、

平
成
27
年
台
風
第
18
号
に
係
る
関
係
省
庁
災
害

対
策
会
議
を
開
催
し
、
栃
木
県
庁
及
び
茨
城
県

15
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庁
と
の
テ
レ
ビ
会
議
を
実
施
。
引
き
続
き
被
害

状
況
の
収
集
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
被

災
者
の
救
援
・
救
助
、
水
防
活
動
等
の
災
害
応

急
対
策
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。（
９
月
10
日
９
：
30
） 

・ 
山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

松
本
内
閣
府
大
臣
政
務
官（
当
時
）出
席
の
も
と
、

平
成
27
年
台
風
第
18
号
に
係
る
関
係
省
庁
災
害

対
策
会
議
（
第
２
回
）
を
開
催
し
、
村
井
宮
城

県
知
事
と
の
テ
レ
ビ
会
議
を
実
施
。
引
き
続
き

被
害
状
況
の
収
集
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、

被
災
者
の
救
援
・
救
助
、
水
防
活
動
等
の
災
害

応
急
対
策
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。（
９
月
11
日
14
：
30
） 

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）、
松
本
内
閣
府
大

臣
政
務
官
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、
平
成
27
年

台
風
第
18
号
に
係
る
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議

（
第
３
回
）
を
開
催
し
、
赤
澤
内
閣
府
副
大
臣

（
当
時
）
よ
り
政
府
調
査
団
（
栃
木
県
、茨
城
県
）

報
告
を
実
施
。
引
き
続
き
住
民
の
安
全
確
保
を

最
優
先
に
、
被
災
者
の
救
助
・
救
援
に
全
力
を

尽
く
す
と
と
も
に
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
生
活
支
援
を
行
う

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。（
９
月
11
日
18
：
30
）

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）、
松
本
内
閣
府
大

臣
政
務
官
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、
平
成
27
年

台
風
第
18
号
に
係
る
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議

（
第
４
回
）
を
開
催
し
、
橋
本
茨
城
県
知
事
と
の

テ
レ
ビ
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
住

民
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
被
災
者
の
救
助
・

救
援
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、被
災
者
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
生
活

支
援
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。（
９
月
14

日
10
：
10
） 

・ 

山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）、

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）、
松
本
内
閣
府
大

臣
政
務
官
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、
平
成
27
年

台
風
第
18
号
に
係
る
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議

（
第
５
回
）
を
開
催
し
、
山
口
茨
城
県
副
知
事
と

の
テ
レ
ビ
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
捜
索
活
動

の
進
捗
状
況
、
現
地
の
状
況
や
課
題
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
災
害
復
旧
や
被
災

者
の
生
活
支
援
等
に
関
係
機
関
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。（
９
月
17
日

13
：
30
）

（
６
）
政
府
調
査
団
の
派
遣 

・ 

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）
を
団
長
と
す
る

政
府
調
査
団
を
栃
木
県
及
び
茨
城
県
へ
派
遣
し

ま
し
た
。（
９
月
11
日
）

（
支
援
策
）

（
１
）
災
害
救
助
法
の
適
用 

・ 

平
成
27
年
台
風
第
18
号
等
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、

多
数
の
者
が
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
受
け
、

又
は
受
け
る
お
そ
れ
が
生
じ
て
お
り
、
継
続
的

に
救
助
を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
、
次
の
市
町

に
対
し
て
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。 

【
茨
城
県
】（
適
用
日
：
９
月
９
日
） 

　

古
河
市
（
こ
が
し
）、結
城
市
（
ゆ
う
き
し
）、

下
妻
市
（
し
も
つ
ま
し
）、
常
総
市
（
じ
ょ

う
そ
う
し
）、
筑
西
市
（
ち
く
せ
い
し
）、

結
城
郡
八
千
代
町
（
ゆ
う
き
ぐ
ん
や
ち
よ

ま
ち
）、
猿
島
郡
境
町
（
さ
し
ま
ぐ
ん
さ
か

い
ま
ち
）、
守
谷
市
（
も
り
や
し
）、
坂
東

市
（
ば
ん
ど
う
し
）、
つ
く
ば
み
ら
い
市 

【
栃
木
県
】（
適
用
日
：
９
月
９
日
） 

　

栃
木
市
（
と
ち
ぎ
し
）、佐
野
市
（
さ
の
し
）、

鹿
沼
市
（
か
ぬ
ま
し
）、
日
光
市
（
に
っ
こ

う
し
）、小
山
市
（
お
や
ま
し
）、下
野
市
（
し

も
つ
け
し
）、
下
都
賀
郡
野
木
町
（
し
も
つ

が
ぐ
ん
の
ぎ
ま
ち
）、下
都
賀
郡
壬
生
町
（
み

ぶ
ま
ち
） 

【
宮
城
県
】（
適
用
日
：
９
月
10
日
） 

　

仙
台
市
（
せ
ん
だ
い
し
）、
栗
原
市
（
く
り

は
ら
し
）、
東
松
島
市
（
ひ
が
し
ま
つ
し
ま

し
）、 

大
崎
市
（
お
お
さ
き
し
）、
宮
城
郡
松

島
町
（
み
や
ぎ
ぐ
ん
ま
つ
し
ま
ま
ち
）、
黒

川
郡
大
和
町
（
く
ろ
か
わ
ぐ
ん
た
い
わ
ち
ょ

う
）、
加
美
郡
加
美
町
（
か
み
ぐ
ん
か
み
ま

ち
）、
遠
田
郡
涌
谷
町
（
と
お
だ
ぐ
ん
わ
く

や
ち
ょ
う
） 

（
２
）
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
適
用 

【
茨
城
県
】
常
総
市
（
じ
ょ
う
そ
う
し
）、
猿

島
郡
境
町（
さ
し
ま
ぐ
ん 

さ
か
い
ま
ち
）（
９

月
９
日
適
用
） 

【
栃
木
県
】
栃
木
市
（
と
ち
ぎ
し
）、
日
光
市

（
に
っ
こ
う
し
）、
小
山
市
（
お
や
ま
し
）、

鹿
沼
市
（
か
ぬ
ま
し
）（
９
月
９
日
適
用
） 

【
宮
城
県
】
大
崎
市
（
お
お
さ
き
し
）（
９
月

11
日
適
用
） 

【
福
島
県
】
田
村
市
（
た
む
ら
し
）（
９
月
９
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日
適
用
）

（
３
）
激
甚
災
害
の
指
定

平
成
27
年
９
月
７
日
か
ら
９
月
11
日
ま
で
の
間
の

暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
「
激
甚
災

害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
当
該
災
害
を
激
甚
災
害
と
し

て
指
定
し
ま
し
た
。

【
10
月
６
日 
閣
議
決
定
、
10
月
７
日 

公
布
・
施
行
】 

○
本
激
（
全
国
を
対
象
）
と
し
て
、
次
の
措
置
が

適
用
。

（
１
）
農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補

助
の
特
別
措
置

（
２
）
農
林
水
産
業
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
の
補
助
の
特
例

（
３
）
小
災
害
債
に
係
る
元
利
償
還
金
の
基
準

財
政
需
要
額
へ
の
算
入
等

○
局
激
（
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
及
び
大
沼

郡
昭
和
村
の
区
域
を
対
象
）
と
し
て
、
次
の
措

置
が
適
用
。

（
１
）
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関

す
る
特
別
の
財
政
援
助

（
２
）
小
災
害
債
に
係
る
元
利
償
還
金
の
基
準

財
政
需
要
額
へ
の
算
入
等

【
10
月
27
日 

閣
議
決
定
、
10
月
30
日 

公
布
・
施
行
】

○
局
激
（
茨
城
県
常
総
市
の
区
域
を
対
象
）
と
し
て
、

次
の
措
置
が
適
用
。

（
１
）
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ
る
災
害
関

係
保
証
の
特
例

（
以
上
、
平
成
27
年
10
月
30
日
現
在
）

平
成
27
年
台
風
第
21
号

（
気
象
の
概
況
） 

台
風
第
21
号
は
、
28
日
（
月
）
日
中
に
非
常
に
強

い
勢
力
で
石
垣
島
地
方
、
与
那
国
島
地
方
に
接
近
し
、

与
那
国
島
地
方
に
最
も
近
づ
い
た
28
日
（
月
）
夕
方

に
は
猛
烈
な
勢
力
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
は
、そ
の
後
、

台
湾
に
上
陸
・
通
過
し
、
台
湾
海
峡
を
西
北
西
に
進
み
、

29
日
（
火
）
日
中
華
南
に
上
陸
し
ま
し
た
。

与
那
国
島
で
は
、
28
日
（
月
）
15
時
41
分
に
最
大

瞬
間
風
速
81
・
１
メ
ー
ト
ル
を
観
測
し
、
統
計
開
始

以
来
の
１
位
を
更
新
し
ま
し
た
。
八
重
山
地
方
を
中

心
に
猛
烈
な
風
が

吹
き
、
先
島
諸
島

で
は
、
う
ね
り
を

伴
い
猛
烈
な
し
け

と
な
っ
た
ほ
か
、

沖
縄
本
島
地
方
で

大
し
け
と
な
り
ま

し
た
。

（
被
害
状
況
）

台
風
21
号
に
よ

る
、
人
的
被
害
は
な
し
。
ま
た
、
住
家
被
害
に
つ
い

て
は
、
全
壊
10
棟
、
半
壊
27
棟
、
一
部
損
壊
２
８
５

棟
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。（
消
防
庁
情
報
：
10

月
５
日
08
：
30
分
現
在
）

（
政
府
の
対
応
）

（
１
）
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
の
実
施 

・ 

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、

平
成
27
年
台
風
第
21
号
に
係
る
関
係
省
庁
災
害

対
策
会
議
を
開
催
し
、
沖
縄
県
庁
と
の
テ
レ
ビ

会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
、
災
害
応
急
対
策
や
被
災
者
の
支

援
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
９
月
30
日
13
：
50
） 

・ 

赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）
出
席
、
松
本
内

閣
府
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
出
席
の
も
と
、
平

成
27
年
台
風
第
21
号
及
び
急
速
に
発
達
す
る
低

気
圧
に
伴
う
暴
風
等
に
係
る
関
係
省
庁
災
害
対

策
会
議
を
開
催
。
松
本
内
閣
府
大
臣
政
務
官（
当

時
）
よ
り
政
府
調
査
団
（
沖
縄
県
）
調
査
結
果

報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
急
速
に
発
達
す

る
低
気
圧
に
伴
う
最
新
の
気
象
情
報
を
共
有
し
、

引
き
続
き
対
応
に
万
全
を
期
す
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。（
10
月
２
日
13
：
30
） 

（
２
）
政
府
調
査
団
の
派
遣 

・ 

松
本
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
を
団
長
と

す
る
政
府
調
査
団
を
沖
縄
県
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

（
９
月
30
日
～
10
月
１
日
） 

（
支
援
策
）

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
９
月
28
日
沖
縄
県
八
重

山
郡
与
那
国
町
に
、
平
成
27
年
台
風
第
21
号
に
よ
り
、

多
数
の
者
が
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
受
け
、
又
は

受
け
る
お
そ
れ
が
生
じ
て
お
り
、
継
続
的
に
救
助
を

必
要
と
し
て
い
る
た
め
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

ま
し
た
。

（
以
上
、
平
成
27
年
10
月
５
日
現
在
）
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平
成
27
年
９
月
17
日
、
総
理
大
臣
官
邸

で
第
１
回
防
災
推
進
国
民
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
「
防
災
推
進
国

民
会
議
」（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。）
は
、
国
民

の
防
災
に
関
す
る
意
識
向
上
に
関
し
広
く
各
界
各

層
と
の
情
報
及
び
意
見
の
交
換
並
び
に
そ
の
他
の

必
要
な
連
携
を
図
り
、
中
央
防
災
会
議
と
協
力
し

つ
つ
、
国
民
の
防
災
に
関
す
る
意
識
向
上
を
図
る

た
め
開
催
す
る
も
の
で
す
。

会
議
の
構
成
は
、
中
央
防
災
会
議
会
長
（
内
閣

総
理
大
臣
）
が
依
頼
す
る
各
界
各
層
の
有
識
者
を

も
っ
て
構
成
さ
れ
ま
し
た
。（
※
別
表
参
照
）

当
日
の
会
議
で
は
、
議
長
及
び
副
議
長
が
選
出

さ
れ
た
後
、「
防
災
推
進
国
民
会
議
の
運
営
」、「
防

災
推
進
国
民
会
議
の
当
面
の
活
動
方
針
」、「
平
成

27
年
度
『
津
波
防
災
』
に
関
す
る
取
組
」
及
び
「
構

成
団
体
等
の
取
組
」
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。議

長
・
副
議
長
に
つ
い
て
は
、
議
長　

近
衞 

忠
煇
氏
（
日
本
赤
十
字
社
社
長
）、
副
議
長　

秋

本
敏
文
氏 

（
公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
会
長

／
一
般
財
団
法
人
日
本
防
火
・
防
災
協
会
会
長
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
会
議
の
運
営
に
関

す
る
検
討
、
調
整
を
行
う
た
め
、
会
議
の
下
に
幹

事
会
を
開
催
す
る
こ
と
や
、
運
営
に
関
す
る
個
別

事
項
の
検
討
等
行
う
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
企
画

検
討
チ
ー
ム
を
開
催
で
き
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
面
の
活
動
方
針
と
し
て
、
全
体
会
議

を
毎
年
少
な
く
と
も
１
回
は
開
催
す
る
こ
と
、
防

災
に
関
す
る
統
一
的
な
普
及
啓
発
資
料
の
作
成
・

普
及
、政
府
（
内
閣
府
）

の
事
業
等
へ
の
協
力
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
防
災
ジ
ャ
パ
ン
」

を
通
じ
た
情
報
発
信
な

ど
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

当
日
出
席
さ
れ
た
、

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
次
の
よ
う
な
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
我
が
国
は
、
そ
の

自
然
条
件
か
ら
、台
風
、

地
震
、
火
山
な
ど
に
よ

る
災
害
が
、
場
所
を
問

わ
ず
、
発
生
し
や
す
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。

政
府
に
お
い
て
は
、

今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
首
都
直
下
地
震
、

そ
れ
に
伴
う
津
波
の
発

生
な
ど
も
危
惧
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
を
始
め
、
大
き
な
犠
牲
の
下
に
得
ら
れ

た
貴
重
な
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
と
も

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
防
災
を
喫
緊
の
課
題
と

し
て
、
諸
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

災
害
か
ら
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
大
切
な
こ

と
は
、
行
政
に
よ
る
『
公
助
』
だ
け
で
は
な
く
、

一
人
一
人
の
国
民
の
皆
様
に
よ
る
『
自
助
』、
そ

し
て
、
地
域
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
枠

組
み
に
お
い
て
互
い
に
助
け
合
う
『
共
助
』
が
不

可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

３
月
に
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
国
連
防
災

世
界
会
議
で
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
社
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
学
界
、
企
業
、
メ
デ
ィ

ア
な
ど
、
多
種
多
様
な
組
織
・
団
体
が
、
互
い
に

手
を
取
り
合
っ
て
防
災
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
改

め
て
『
共
助
』
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

1 一般財団法人日本防火・防災協会会長 21 全国市長会会長

2 一般社団法人公立大学協会会長 22 全国市町村教育委員会連合会会長

3 一般社団法人国立大学協会会長 23 全国消防長会会長

4 一般社団法人日本経済団体連合会会長 24 全国地域婦人団体連絡協議会会長

5 一般社団法人日本雑誌協会理事長 25 全国知事会会長

6 一般社団法人日本新聞協会会長 26 全国町村会会長

7 一般社団法人日本民間放送連盟会長 27 全国都道府県議会議長会会長

8 公益財団法人日本財団会長 28 全国都道府県教育委員会連合会会長

9 公益財団法人日本消防協会会長 29 全国町村議会議長会会長

10 公益社団法人経済同友会代表幹事 30 全国連合小学校長会会長

11 公益社団法人全国子ども会連合会会長 31 全日本中学校長会会長

12 公益社団法人日本医師会会長 32 日本学術会議会長

13 公益社団法人日本看護協会会長 33 日本障害フォーラム代表

14 公益社団法人日本歯科医師会会長 34 日本商工会議所会頭

15 公益社団法人日本青年会議所会頭 35 日本私立大学団体連合会会長

16 公益社団法人日本 PTA 全国協議会会長 36 日本生活協同組合連合会会長

17 公益社団法人日本薬剤師会会長 37 日本赤十字社社長

18 社会福祉法人全国社会福祉協議会会長 38 日本放送協会会長

19 全国高等学校長協会会長 39 日本労働組合総連合会会長

20 全国市議会議長会会長 40 防災学術連携体代表幹事
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様
々
な
災
害
が
相
次
ぎ
、
国
民
の
防

災
へ
の
関
心
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
高

ま
っ
て
い
る
中
、
こ
の
度
、
各
界
各
層

を
代
表
す
る
有
識
者
の
皆
様
の
御
協
力

を
得
て
、
国
民
の
皆
様
の
防
災
に
関
す

る
意
識
の
一
層
の
向
上
に
資
す
る
た
め

の
国
民
会
議
が
開
催
に
至
っ
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

政
府
と
し
て
は
、
皆
様
方
と
協
力
し
、

『
国
連
防
災
世
界
会
議
』
に
倣
い
、
全
国

規
模
で
、
防
災
に
関
係
す
る
方
々
の
知

見
や
経
験
が
共
有
さ
れ
、
積
極
的
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
る
場
を
定
期
的
に
設

け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し

た
取
組

が
、
国
民

の
皆
様
の

防
災
に
関

す
る
意
識

の
更
な
る

向
上
と
い

う
形
で
結

実
し
て
い

く
こ
と
を

期
待
申
し

上
げ
、
挨

拶
と
さ
せ

て
い
た
だ

き
た
い

と
思
い
ま

す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

ま
た
、
山
谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
）（
当
時
）
か
ら
は
、
平
成
27
年

度
「
津
波
防
災
」
に
関
す
る
取
組
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
防
災
推
進

国
民
会
議
を
構
成
す
る
団
体
・
機
関
も

積
極
的
に
「
津
波
防
災
」
に
つ
い
て
協

力
す
る
旨
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済

団
体
連
合
会
、
公
益
社
団
法
人
子
ど
も

会
連
合
会
の
２
団
体
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

取
組
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
他
団

体
に
対
し
て
共
有
が
さ
れ
ま
し
た
。
報

告
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
】

経
団
連
で
は
、
本
年
１
月
に
豊
か
で

活
力
あ
る
日
本
の
再
生
と
い
う
２
０
３

０
年
ま
で
に
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
国

家
ビ
ジ
ョ
ン
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
防
災
・
減
災
及
び
国

土
強
靱
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
我
が

国
の
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
向

け
た
最
重
要
課
題
の
１
つ
と
し
て
取
り

上
げ
、
企
業
間
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
、
Ｂ
Ｃ
Ｍ
の

連
携
の
強
化
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会

の
確
立
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
を
提

言
し
て
い
ま
す
。

本
年
３
月
の
第
３
回
国
連
世
界
防
災

会
議
で
は
、
経
団
連
も
経
済
界
を
代
表

し
て
こ
れ
ま
で
の
防
災
に
関
す
る
取
り

組
み
や
我
が
国
の
企
業
が
保
有
す
る
す

ぐ
れ
た
防
災
・
減
災
記
述
や
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
で

す
。そ

の
際
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
仙
台

防
災
枠
組
で
は
、
企
業
が
防
災
の
主
流

化
を
進
め
る
主
体
の
１
つ
に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
経
団
連
と
し
て
も
、
こ

れ
を
重
く
受
け
と
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
防
災
・

減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

各
界
各
層
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
一

堂
に
会
す
る
本
日
の
会
議
は
、
国
民
、

企
業
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
上
で

極
め
て
重
要
な
場
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
会
議
の
活
動
に
基
づ
き
、
国

民
や
企
業
等
が
み
ず
か
ら
に
課
さ
れ
た

役
割
を
改
め
て
認
識
し
、
防
災
意
識
向

上
の
た
め
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
検
討

を
行
い
、
関
係
者
が
連
携
、
協
力
し
、

実
行
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
団
連
と
し
て
も
、
そ
の
一
助
と
な

る
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る

こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

【
公
益
社
団
法
人
子
ど
も
会
連
合
会
】

子
ど
も
会
は
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

の
異
年
齢
の
集
団
に
よ
る
活
動
が
特
徴

で
す
。
野
外
活
動
や
文
化
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
国
際
社
会

で
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
養
っ
て
い

ま
す
。

全
国
子
ど
も
会
は
、
約
10
万
団
体
、

３
０
０
万
人
の
子
供
た
ち
が
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
日

本
を
担
う
子
供
た
ち
の
防
災
力
、
ひ
い

て
は
ま
ち
づ
く
り
力
を
高
め
る
た
め
に
、

全
国
の
子
ど
も
会
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
体
験
型
防
災
活
動
を
、「
防
災
活

動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、安
全
・
啓
発
事
業
や
防
災
マ
ッ

プ
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
な
ど
、
身

近
な
活
動
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
防
災

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

国
の
防
災
力
は
私
た
ち
一
人
一
人
が

日
ご
ろ
か
ら
防
災
力
を
身
に
つ
け
、
そ

の
力
が
つ
な
が
っ
て
災
害
に
強
い
ま
ち

を
つ
く
る
地
域
の
力
の
結
集
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
防
災
に

つ
い
て
知
識
を
持
つ
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
災
害
に
対

す
る
主
体
的
な
行
動
に
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
災
害
に
向
け
て
対
応
力
を
培
う
た

め
に
子
供
や
親
、
地
域
の
人
た
ち
に
向

け
て
体
験
型
の
防
災
学
習
の
普
及
が
不

可
欠
で
す
。

地
域
に
根
差
し
た
子
ど
も
会
は
体
験

型
の
防
災
学
習
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

場
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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決
死
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

東
京
の
中
心
部
に
位
置
す
る
千
代
田
区
神
田
地

区
は
、
木
造
家
屋
が
多
く
道
幅
が
狭
い
人
口
密
集

地
域
で
、
江
戸
時
代
か
ら
幾
度
と
な
く
大
火
の
被

害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９
月
１
日
午
前
11
時

58
分
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
は
、
ち
ょ
う
ど
昼

食
の
支
度
時
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
数
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
火
災
は
、
そ
の

後
３
日
間
に
わ
た
っ
て
東
京
の
町
を
襲
い
続
け
ま

し
た
。

神
田
川
に
面
し
た
神
田
和
泉
町
と
神
田
佐
久
間

町
の
一
帯
は
、
幸
い
に
も
町
で
発
生
し
た
火
災
は

消
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
周
囲
か
ら

猛
火
に
包
ま
れ
た
延
焼
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
ず
、
お
年
寄
り
や
幼
児
等
を
安
全
な
場
所
へ

避
難
さ
せ
て
残
っ
た
住
民
た
ち
は
、
断
じ
て
一
歩

も
退
か
な
い
決
意
を
も
っ
て
自
衛
防
火
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

地
震
に
よ
っ
て
水
道
は
断
水
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
百
数
十
名
の
住
民
が
団
結
し
て
、
町
中

の
バ
ケ
ツ
を
は
じ
め
鍋
釜
ま
で
持
ち
寄
り
、
神
田

川
の
水
は
も
と
よ
り
風
呂
屋
や
豆
腐
屋
の
水
ま
で

利
用
し
て
手
送
り
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
行
い
、
迫

り
来
る
猛
火
に
対
し
て
水
を
濯
い
で
防
火
活
動
に

努
め
た
の
で
す
。

神
田
佐
久
間
町
の
一
帯
は
、
四
方
の
う
ち
南
は

神
田
川
に
面
し
、
北
東
は
不
燃
建
造
物
が
あ
る
と

い
う
立
地
条
件
や
、
さ
ら
に
は
風
向
き
の
影
響
も

あ
り
、
奇
跡
的
に
一
戸
の
家
も
焼
失
す
る
こ
と
な

20

関
かんとうだいしんさい
東大震災（1923）

災害を語りつぐ 5

関東大震災では、火災により東京は大きな被害を受けましたが、千代田区神田地区の 
一帯は住民たちの自主的な防火活動により、延焼から町を守ることができました。

火
か

災
さい

から町
まち

を守った神
かん

田
だ

っ子
こ



ぼ う さ い      平 成 2 7 年 冬 号  （第 81 号）

く
約
１
６
３
０
戸
の
家
を
延
焼
か
ら
守
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

延
べ
三
十
数
時
間
に
わ
た
る
不
眠
不
休
の
防
火

活
動
が
続
き
、
疲
れ
て
路
上
に
倒
れ
込
む
人
ま
で

出
ま
し
た
が
、
住
民
た
ち
は
自
主
的
に
力
を
合
わ

せ
て
懸
命
に
防
火
活
動
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
る

そ
の
後
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、
東
京
府

（
現
在
の
東
京
都
の
前
身
）
は
こ
こ
を
「
町
内
協
力

防
火
守
護
の
地
」
と
し
て
史
跡
に
指
定
し
、
戦
後

に
な
っ
て
そ
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
碑

文
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
付
近
一
帯
は
大
正
十
二
年
九
月
一
日
関
東

大
震
災
の
と
き
に
町
の
人
が
一
致
協
力
し
て
努
め

た
の
で
出
火
を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た　

そ
の
町
名
は

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す　

佐
久
間
町
二
丁
目
三
丁

目
四
丁
目　

平
河
町　

練
塀
町　

和
泉
町　

東
神

田　

佐
久
間
町
一
丁
目
の
一
部　

松
永
町
の
一
部

　

御
徒
町
一
丁
目
の
一
部　

昭
和
四
三
年
四
月
二

四
日　

佐
久
間
小
学
校　

地
元
有
志　

秋
葉
原
東

部
連
合
町
」

退
路
を
確
保
し
な
が
ら
、
老
幼
婦
女
子
を
真
っ

先
に
避
難
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
々
が
す
べ
て

の
努
力
を
傾
注
し
て
防
火
活
動
に
専
念
で
き
ま
し

た
。
神
田
の
町
で
は
、
平
素
か
ら
町
会
活
動
や
祭

礼
を
通
し
て
、
親
密
な
「
共
助
」
の
姿
勢
が
培
わ

れ
て
い
た
こ
と
も
、
町
を
火
災
か
ら
護
っ
た
大
き

な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

21
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国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）

が
設
立
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
１
９
９
２
年

か
ら
東
京
の
国
士
舘
大
学
が
始
め
た
「
夢
企

画
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
学
が
学
生
か
ら
「
夢
」
を

募
集
し
、
そ
の
実
現
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
。
そ
の

中
の
「
ラ
オ
ス
小
学
校
建
設
活
動
」、「
多
摩
川
清
掃
大

作
戦
」、「
北
海
道
南
西
沖
地
震
災
害
救
援
活
動
」
に
参

加
し
た
学
生
を
中
心
に
し
て
結
成
さ
れ
た
の
が

Ｉイ

ビ

ュ

ー

サ

Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
あ
る
。
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
は
そ
の
後
、様
々

な
大
学
の
学
生
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
全

国
85
大
学
の
約
２
７
０
０
名
の
会
員
を
持
つ
団
体
へ
と

成
長
し
た
。

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
「
国
際
協
力
」、「
環
境
保
護
」、「
地

域
活
性
化
」、「
災
害
救
援
」
の
４
つ
の
分
野
で
活
動
し

て
い
る
。
災
害
救
援
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
阪
神
淡
路
大

震
災
や
東
日
本
大
震
災
を
含
む
、
地
震
、
津
波
、
水
害
、

豪
雪
、
噴
火
、
竜
巻
な
ど
約
60
の
災
害
に
対
し
て
、
約

８
０
０
０
名
の
学
生
が
救
援
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
も
、

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
茨
城
県
常
総
市
で
約
１
か
月

半
に
わ
た
り
災
害
救
援
活
動
を
行
い
、
延
べ

１
３
０
０
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。
具
体
的

な
活
動
は
、
被
災
家
屋
の
床
板
は
が
し
、
床

下
の
土
砂
の
除
去
、
石
灰
撒
き
、
瓦
礫
の
撤

去
、
家
財
の
運
び
出
し
、
炊
き
出
し
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
で
あ
る
。

「
私
は
こ
れ
ま
で
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に

様
々
な
被
災
地
で
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
若
者
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
本
当
に

す
ご
い
で
す
。
彼
ら
が
懸
命
に
活
動
し
て
い

る
と
、
落
ち
込
ん
で
い
た
被
災
者
の
気
持
ち

が
前
向
き
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
」
と
Ｉ

Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
理
事
の
宮
崎
猛
志
さ
ん
は
言
う
。

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
強
み
は
マ
ン
パ
ワ
ー
だ
け

で
は
な
い
。
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
、
必
要
な
物

資
・
装
備
の
管
理
・
備
蓄
、
物
資
の
運
搬
、

調
理
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
学
生
が
決

ま
っ
て
お
り
、
被
災
地
で
迅
速
に
救
援
活
動

を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
備
え
て
い

る
。
ま
た
、
蓄
積
し
た
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
被
災
地
を
元
気
づ
け
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
」
は
、

日
本
最
大
規
模
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。
若
者
の
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、

災
害
救
援
な
ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第25回

関東・東北豪雨災害で被害を
受けた茨城県常総市で土砂の
除去作業を行う IVUSA のメン
バー（上段左・右）
静岡県西伊豆町の森林整備活
動（下段左）
新潟県中越地震の被災者が住
む長岡市の仮設住宅での雪下
ろし（下段右）

（写真はすべて国際ボランティ
ア学生協会提供）
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継
承
し
て
い
く
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
リ
ー
ダ
ー

が
後
輩
の
中
か
ら
次
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
も
整
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
入
会
し
た
学
生
は
全
員
、

応
急
救
命
措
置
や
危
機
回
避
の
方
法
を
学
ぶ
「
危
機
対

応
講
習
」、
社
会
課
題
の
解
決
の
た
め
の
方
法
を
考
え
る

「
社
会
理
解
講
習
」、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
付
け
る
「
総
合
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
習
」
と

い
う
３
つ
の
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て

い
る
。

「
研
修
と
現
場
を
繰
り
返
す
こ
と
で
災
害
救
援
な
ど

社
会
の
課
題
解
決
の
た
め
の
能
力
を
高
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
ス
ク
管
理
を
徹
底
し
て
き
た
の
で
、
こ

れ
ま
で
に
大
き
な
事
故
も
な
く
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
宮
崎
さ
ん
は
言
う
。

被
災
地
か
ら
学
ぶ

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
救
援
活
動
の
基
本
方
針
は
「
全
て
は

被
災
さ
れ
た
方
の
た
め
に
」
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
被

災
者
と
同
じ
目
線
に
立
ち
な
が
ら
、
自
分
の
事
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
彼
ら

は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。

「
も
の
す
ご
い
量
の
土
砂
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
匂

い
や
ほ
こ
り
も
ひ
ど
く
、
咳
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
ほ

ど
で
す
」
と
、
大
学
４
年
生
の
前
田
智
美
さ
ん
は
、
２

０
１
３
年
７
月
の
豪
雨
で
被
災
し
た
静
岡
県
西
伊
豆
町

で
の
救
援
活
動
を
振
り
返
る
。
前
田
さ
ん
た
ち
Ｉ
Ｖ
Ｕ

Ｓ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
家
の
床
下
や
庭
に
入
り
込
ん
だ

土
砂
の
除
去
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
作
業
の
合

間
を
み
て
は
、
積
極
的
に
被
災
者
に
声
を
掛
け
る
よ
う

に
し
た
。

「
何
気
な
い
会
話
を
す
る
だ
け
で
、
皆
さ
ん
の
表
情
が

明
る
く
変
わ
っ
て
く
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
力
作
業

だ
け
で
は
な
く
、
会
話
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
も
実
感

し
ま
し
た
」
と
前
田
さ
ん
は
言
う
。

救
援
活
動
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
と

西
伊
豆
町
と
の
つ
な
が
り
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
学

生
た
ち
が
地
元
の
人
々
と
協
力
し
、
清
掃
、
森
林
整
備
、

干
潟
の
再
生
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
地
域
活
性
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

「
自
分
た
ち
の
出
来
る
こ
と
の
限
界
を
知
っ
て
、
く
や

し
い
思
い
を
す
る
時
も
あ
り
ま
す
」
と
、
関
東
・
東
北

豪
雨
災
害
の
被
災
地
で
あ
る
常
総
市
で
救
援
活
動
に
参

加
し
た
大
学
４
年
生
の
松
島
望
さ
ん
は
言
う
。
松
島
さ

ん
は
、
水
害
の
被
害
を
受
け
た
酒
蔵
や
一
般
家
庭
で
の

片
付
け
な
ど
を
行
っ
た
が
、
想
像
以
上
の
被
害
の
大
き

さ
や
被
災
者
の
心
の
傷
の
深
さ
に
、
落
ち
込
む
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、「
片
付
け
に
行
っ
た
家
の
高
校
生
か

ら
、『
皆
さ
ん
か
ら
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
』
と
連
絡
を
も

ら
っ
た
時
は
、
私
自
身
が
救
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
」
と
松
島
さ
ん
は
言
う
。

「
高
校
１
年
生
の
時
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し

た
が
、
岡
山
県
に
住
ん
で
い
る
自
分
に
は
、
何
も
で
き

な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」
と
大
学
３
年

生
の
佐
藤
幸
晃
さ
ん
は
振
り
返
る
。
東
京
の
大
学
に
入

学
し
た
佐
藤
さ
ん
は
、
被
災
地
の
支
援
を
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
入
会
、
そ
れ
以
来
、
宮
城

県
山
元
町
で
の
復
興
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
救
援
活
動
に
も
参
加
、
床
下

の
土
砂
の
除
去
な
ど
を
行
っ
た
。

「
今
後
、
災
害
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う

に
、
自
分
の
持
つ
防
災
の
知
識
、
経
験
を
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ

の
後
輩
だ
け
で
は
な
く
、私
の
大
学
が
あ
る
地
域
の
人
々

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
佐
藤
さ
ん
は
言
う
。
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